
 ２０１５年１２月にパリ協定が締結され、我が国においても温室効果ガスの排出削減目標達成が求められています。一方で、
近年の有識者の研究・分析によると、これまでの排出削減対策（緩和策）を実施しても、気温上昇や大雨の増加といった 
影響は少なからず生じてくるとの見解が示されています。 
 こうした気候変動による影響に対応していくための適応策について学び、いざという時に備えましょう。 

氏名（ふりがな） 所属 

TEL E-mail 

お申し込み用紙 
以下の欄に必要事項をご記入の上、FAXまたはメールでお申し込みください。メールの場合は、メール本文に直接必要事項をご記入ください。        

※受付のご連絡をいたしますので、送信後3日経っても連絡がない場合にはお問合せください。 
※ご記入いただいた情報は当事業以外には使用いたしません。 ※空きがあれば当日参加も可能です。       

【主催】宮城県環境生活部環境政策課 【共催】「ダメだっちゃ温暖化」宮城県民会議 【後援】東北地方環境事務所 

【運営・お申し込み・お問い合せ先】 公益財団法人 みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（ＭＥＬＯＮ）小林・吉田 

ＴＥＬ：022-276-5118  ＦＡＸ：022-219-5713  e-mail：ｍｅｌｏｎ＠ｍｉｙａｇｉ．ｊｐｎ．orｇ  

※本イベントは、宮城県・気候変動適応推進事業の一環で開催いたします。  

金鋼一氏 
（環境省東北地方環境事務所） 
気候変動による異常気象によって予想される人間生活
や生態系への影響と、影響に対応するために私たちが
とりうる適応策について解説します。 

鈴木智恵氏 
（気象予報士・防災士・宮城県地球温暖化
防止活動推進員） 
日本と宮城県における気候変動の現状と今後の気温
上昇による異常気象の発生予測等についてわかりや
すく解説します。 

【タイムスケジュール】 
12：30 開場・受付開始 
13：00 開会 
     講演1「激甚化する気象災害 
          ～2100年未来の天気予報～」 
     講師 鈴木智恵氏（気象予報士） 
13：50 事例発表 
     ・仙台市環境企画課 
     ・株式会社サイコー 
14：30 休憩（10分） 
14：40 講演2「気候変動の影響と適応策」 
     講師 金鋼一氏（東北地方環境事務所） 
15：30 閉会 


